
特定非営利活動法人名古屋整形外科地域医療連携支援センター  
Nagoya Orthopedic Regional Healthcare support center; NORH  HP：http://norh.umin.jp/ 

【今までの活動】 

平成11年から八事整形会(整形医師の研修会)、平成15年から八事整形医療

連携会(大腿骨頚部骨折地域連携パスをはじめ整形関連医療スタッフの研

修会)、その後も八事あしの健康教室(市民公開講座)、痛みの教室(市民公

開講座)、名古屋日赤整形外科研究会(医師の研修会)、脊髄倶楽部(医師の

研修会)、ホームページ作製(医療者用、一般用)、スタッフ向けセミナー

などを行ってきました。 最近では名古屋大腿骨頚部骨折連携パス拡大合

同会議、八事地区の救急を考える八事整形外科救急医療連携検討委員会な

ども行っています。 

特定非営利活動法人を設立し、名古屋地区の整形外科(運動器)関連の地域

医療や医療連携の支援を行い、また新たに図書の作製、スタッフ向け医療

研修、医療情報提供、医療ボランティア、地域医療記録電子化などの活動

をさらに発展させていきます。 

【どんなNPOか？】 

平成23年9月7日に設立しました。従来は任意団体だった地域連携の会や市民講座の会を元に発展的に拡大し、公的に認められた団体となりました。行政

や一施設や企業ではできない横断的な運動器疾患に携わる医療従事者の活動支援、地域での骨そしょう症予防・転倒予防・ロコモ予防を行います。これ

により地域医療のスムーズな連携、医療者のモチベーションアップ、ひいては社会貢献につながります。 

【理事および監事】 

理事長  佐藤 公治（名古屋第二赤十字病院整形外科部長） 

副理事長 安藤 智洋（名古屋第二赤十字病院リハビリテーション科部長） 

副理事長 水野 恵理子（メイトウホスピタル看護部長） 

理 事  蜂谷 裕道（はちや整形外科病院院長） 

理 事  古城 敦子（名古屋第二赤十字病院地域連携センター看護師長） 

理 事  細江 浩典（名古屋第二赤十字病院リハビリテーション科課長） 

理 事  伊藤 明子（名古屋第二赤十字病院国際医療救援部副部長） 

理 事  銭田 良博（医療・介護・教育のパートナー ㈱ゼニタ） 

理 事  酒井 英子（松藤会） 

監 事  寺本 隆 （陽明寺本クリニック院長） 

監 事  鳥山 喜之（木村病院理事） 

【事務局:株式会社ゼニタ内】 
TEL:052-238-3380 FAX:052-238-3381 E-mail: norh-office@umin.ac.jp 

【協働アイデア】 

整形外科疾患に関する様々な知識・技術・生活における予防のポイント・適切な介護方法などを、一般市民および企業に対し啓蒙することができる。 

また、災害協力、国際医療ボランティア・医療関連留学生、などにも支援できる。 

八事整形医療連携会 研修会の風景 


